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整 理 番 号  2024P-079 

補助事業名  2024年度  国際交流の推進活動及び国際的な舞台で活躍できる人材の

育成に資する事業 補助事業 

補助事業者名  公益社団法人発明協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

青少年が国際的なコンテストである世界青少年発明工夫展へ参加し、審査員・来場

者に英語でプレゼンを行うことで、国際的な場でのコミュニケ―ション、プレゼンテ

ーション能力を高める契機とする。また、海外の派遣団や地元の来場者等との交流を

通じて、異文化に対する理解を深め、将来グローバルに活躍する人材を育成する一助

とする。 

 

（２）実施内容 

世界青少年発明工夫展 2024台湾派遣団 

https://kids.jiii.or.jp/main/IEYI#h.827oescvxwtz 

 

当協会が実施した「第８２回全日本学生児童発明くふう展」、「第４６回未来の科

学の夢絵画展」及び「第１１回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト」において

特に優れた成績を収めた児童生徒による派遣団を結成し、２０２４年８月３日（土）

～８月４日（日）に台湾台北市（世界青少年発明工夫展事務局主催）で開催された

世界青少年発明工夫展２０２４へ参加した。 

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため現地での開催が中止されてい

たため４年ぶりの派遣となった。 

 

  

取材を受ける嘉手納団員 作品を説明する久保団員 

https://kids.jiii.or.jp/main/IEYI#h.827oescvxwtz
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各国の作品を見学する日本団員 

  

各国の参加者と記念撮影 

  

表彰式の様子 表彰式の様子 

 

受賞後の記念撮影 
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２ 予想される事業実施効果 

本事業において他国の文化や社会状況の反映された優れた発明作品に触れ、その制

作者である海外の代表団と交流した団員達が、国際的な視野を広げ、益々創作活動へ

の意欲を高めることで、将来を担う青壮年の育成を通じて我が国における技術開発力

の維持・発展に寄与する。また、本事業を周知していくことで、派遣団参加を目指し、

創造性を高める各コンテストへの参加意欲向上つながり、創造への高いモチベーショ

ンを獲得することができる。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

なし 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人発明協会（ハツメイキョウカイ） 

住   所： 〒１０５－０００１ 

東京都港区虎ノ門２－９－１ 

代 表 者： 会長 内山田竹志（ウチヤマダタケシ） 

担 当 部 署： 青少年創造性グループ（セイショウネンソウゾウセイグループ） 

担 当 者 名： 課長補佐 降旗壮（フリハタタケシ） 

電 話 番 号： ０３-３５０２-５４３４ 

F A X： ０３-３５０２-３４８５ 

E - m a i l： souzou@jiii.or.jp    

U R L： https: //koueki.jiii.or.jp/ 


